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「予算を見て、  市の展望を考える!!」 新年度

予算
二
月
定
例
会
が
二
月
十
九
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま
で
の
二
十
九
日
間
で
行
わ
れ
、
令
和

八
年
度
予
算
や
令
和
七
年
度
補
正
予
算
等
を
全
会
一
致
で
可
決
。

新
年
度
予
算
は
、
物
価
高
騰
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
を
注
視
し
つ
つ
、
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
少
子
化
対
策
や
防
災
対
策
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
長

期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
各
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
「
持
続
可
能
な
未
来
に
つ
な
が

る
有
田
市
」
を
基
本
方
針
に
予
算
を
計
上
。

新
年
度
予
算
が
ど
う
使
わ
れ
る
の
か
、問
題
点
は
な
い
か
、様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令和 8 年度 当初予算額
一般会計の予算規模は206億3,000万円で、特別会計と企業会計を加え
た総額は24億6,842万 8千円（7.2％）増加の367億8,281万 2千円と
なりました。

（単位：千円）
会　　計 令和 8年度 前年度比
一般会計 20,630,000 △444,000 △2.1％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 3,942,080 △16,349 △0.4％
初島財産区特別会計 4,506 192 4.5％
介護保険特別会計 3,586,097 △11,454 △0.3％
後期高齢者医療特別会計 1,012,983 30,377 3.1％

小　　計 8,545,666 2,766 0.0％

企
業
会
計

上水道事業会計 756,060 △80,845 △9.7％
病院事業会計 6,759,976 2,996,328 79.6％
漁業集落排水事業会計 91,110 △5,821 △6.0％

小　　計 7,607,146 2,909,662 61.9％
合　　計 36,782,812 2,468,428 7.2％
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令和8年度予算
367億8,281万2千円（前年度比7.2％増）「予算を見て、  市の展望を考える!!」

つながりが生む魅力あるまち
誇りあるみかん産地を次世代に残すためのチャレンジ
・世界農業遺産ファムツアー事業委託料･････････230万円	【新規】
　世界農業遺産を活用した旅行商品の造成のため、
　旅行会社等を対象にファムツアーを催行
※�ファムツアーとは、自治体が観光地の魅力を知ってもらうための、
関係者向けの招待・下見ツアーです。
市制施行70周年記念事業
・市制施行70周年記念式典事業･････････････････ 71万円
　市政功労表彰や「有田市70年の歩み」映像上映、
　タイムカプセルの開封などを行う
・郷土資料館　特別展開催事業･････････････････932万円
　有田市指定の文化財～未来へ伝える宝たち～

健やかにいきいきとした生活を実現できるまち
妊娠から出産、子育て期まで切れ目のない少子化対策
・妊婦のための支援給付金･･･････････････････ 1,100万円
　出産・子育てを応援するため、妊婦に対して相談支援や
　経済的支援を行う

地域コミュニティ施設や子育て支援施設の充実につながる
認定こども園への取組
・宮原小学校跡地複合公共施設（10億8,956万円）
　建設工事監理業務委託料･･････････････････ 1,672万円
　建設工事費･････････････････････････ 10億7,284万円
　＜総事業費22億円（令和 6～ 8年度）＞
新有田市立病院建設事業（58億2,365万円）
　建設工事監理業務委託料･･････････････････ 5,035万円
　建設工事・外構工事費･････････････････ 43億911万円
　医療機器整備･･･････････････････････ 14億6,419万円
　＜総事業費105億2,054万円（令和 6～ 8年度）＞

ありだ市議会だより No.9303 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています



安全・安心で調和のとれたまち
災害に備えた安心安全な環境整備の強化
・雨水タンク設置補助金･････････････････････ 1,000万円	【新規】
　�流域治水の一つとして、各家庭や事業所で取り組める雨水タンク
の導入費用の一部を補助

・有田中央大橋主塔照明取替工事費･･･････････ 1,850万円	【新規】
　�主塔照明 8基をLED照明（フルカラー）に取替
・雨水公共下水道計画策定業務委託料･････････ 2,800万円
　�近年の気候変動に対応するための浸水対策施設の計画を策定
・清掃センター施設整備事業（ 2億897万円）
　�整備工事監理業務委託料････････････････････475万円
　�整備工事費･･･････････････････････････ 2 億422万円
　�＜総事業費22億4,279万円（令和 7～ 9年度）＞
・文化福祉センター空調設備改修事業･････ 2 億1,795万円	【新規】

心豊かな人を育み地域で支え合うまち
子育てサポートの充実
・ 5歳児健康診査･･････････････････････････････ 60万円	【新規】
　�出産後から就学前までの切れ目ない健康診査の実施体制を整備

令和 7 年度　一般会計補正予算
基金積立事業����������������������������������������� 2 億円
　今後の市債の償還財源に充てるため及び今後の公共施設整備等の
財源に活用するため減債基金、公共施設整備基金にそれぞれ積み立て。
戸籍住民基本台帳事務事業�������������������������74万 8千円
　国制度改正に伴い、戸籍の附票へ旧氏（振り仮名含む）の記載及
び氏名振り仮名通知の取込等に対応するため、住民基本台帳システ
ム改修委託料を補正。
小学校施設整備事業���������������������������� 2 億7,619万円
　災害発生時において地域の避難所としても利用される小学校
（糸我・保田・田鶴）体育館へ空調設備を設置するための費用を補正。

04ありだ市議会だより No.93政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています



「　一 般 質 問　」

「　議案質疑通告　」

一般質問通告一覧表（令和 8 年 3 月 5 日） ５５
名名
がが
独
自
視
点

独
自
視
点
でで
質
問
質
問・・提
言
！

提
言
！

順
位

氏名
【会派名】 発言の要旨

1 花　野　仁　志
【有志会】

１．市制施行70周年記念事業について
　 （１）実施予定の事業及び概要
　 （２）市内各地区における記念事業

２．「電話の通話録音機導入」について
　 （１）安心して働ける環境
　 （２）各小・中学校への導入について

2 嶋　田　　　英
【未来共創】

１．投票環境の方向性について
　 （１）体制整備と機会確保

２．水供給体制について
　 （１）基盤機能の再構築

3 一 ノ 瀬 敦 子
【仁政会】

１．地域防災体制について
　 （１）狭隘道路・地震時対応など
　 （２）消防団詰め所の現状は

4 𦚰　村　隆　生
【未来共創】

１．水道水について
　 （１）成分調査

２．ふるさと応援寄附について
　 （１）令和７年の実績
　 （２）データ活用

5 児　嶋　清　秋
【仁政会】

１．市監査委員指摘事項について
　 （１）国債について

２．肖像権使用許諾料について
　 （１）費用対効果について

動画をご覧になれます動画をご覧になれます

岡田議員

■議案第11号　有田市事務分掌条例の一部を改正する条例
　（１）�効果の見込み�

市民サービス向上にどのようにつながるのか
　（２）�職員数や管理職ポストは�

部の分割に伴い、職員数や管理職ポストはどのように変わるのか
　（３）�人件費の増減は�

組織改編による追加的な経費は、どの程度見込んでいるのか

ありだ市議会だより No.9305 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています



市
制
施
行
70
周
年

�

記
念
事
業
に
つ
い
て

質
実
施
予
定
の
事
業
及
び
概
要
は
。�

　
答
記
念
式
典
や
特
別
展
示
の
ほ
か
、
紀
文

ま
つ
り
は
70
周
年
を
記
念
し
て
２
日
間

の
特
別
開
催
を
予
定
。

質
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
合
同
開
催
す
る
計
画

は
な
い
の
か
。

答
「
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
」
と
同
時
開
催

す
る
こ
と
で
、
世
界
農
業
遺
産
認
定
や

市
制
70
周
年
を
記
念
す
る
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト

に
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

質
市
内
各
地
に
お
け
る
記
念
行
事
に
つ
い

て
、
観
光
振
興
も
合
わ
せ
た
取
組
も
可

能
で
は
な
い
か
。

答
世
界
農
業
遺
産
の
景
観
や
Ｐ
Ｒ
ス
ポ
ッ

ト
を
直
接
体
感
す
る
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
を

実
施
し
、
効
果
的
な
観
光
ル
ー
ト
の
構
築
を

目
指
す
。
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
各
地

区
を
訪
れ
、
未
来
へ
つ
な
が
る
確
か
な
一
歩

と
し
て
い
く
。

質
観
光
資
源
が
あ
っ
て
も
、
課
題
と
し
て

宿
泊
施
設
の
問
題
が
あ
る
。

答
宿
泊
施
設
の
誘
致
を
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
位
置
づ
け
、
全
力
で
取
り
組
む
。

「
電
話
の
通
話
録
音
機
導
入
」

�

に
つ
い
て

質
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
近
年
増

加
傾
向
に
あ
り
、
通
話
が
録
音
さ
れ
る

旨
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、
そ
の
後
、
電
話

が
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
は
。

答
市
役
所
庁
舎
に
お
け
る
通
話
録
音
機
の

導
入
を
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
計

上
。質

各
小
・
中
学
校
へ
の
導
入
に
つ
い
て
、文

部
科
学
省
の
指
針
に
お
い
て
も
学
校
の

電
話
対
応
の
適
正
化
が
示
さ
れ
て
お
り
、
市

庁
舎
と
同
様
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
通
話
録
音
機
の
導
入
に
向
け
、
前
向
き

に
検
討
を
進
め
る
。

投
票
環
境
の
方
向
性
に
つ
い
て

質
本
市
の
投
票
所
26
カ
所
の
体
制
と
１
投

票
所
あ
た
り
の
人
件
費
、
人
口
減
少
下

で
の
課
題
認
識
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
1
投
票
所
の
有
権
者
数
８
０
０
人
規
模

で
７
人
体
制
、
人
件
費
約
15
万
円
。
投

票
所
間
で
有
権
者
数
最
大
20
倍
の
較
差
や
担

い
手
不
足
、
投
票
所
運
営
体
制
の
確
保
、
投

票
区
再
編
が
課
題
。

質
投
票
区
見
直
し
と
経
費
抑
制
を
図
り
つ

つ
、
市
役
所
の
み
の
期
日
前
投
票
所
体

制
の
中
で
移
動
期
日
前
投
票
所
も
含
め
投
票

機
会
確
保
を
ど
う
図
る
か
。

答
高
齢
者
や
移
動
困
難
者
へ
の
配
慮
は
重

要
で
、
移
動
期
日
前
投
票
所
は
有
効
。

他
市
町
村
事
例
を
踏
ま
え
実
施
方
法
等
を
検

討
。

投
票
機
会

の
確
保
と
投
票
執
行

体
制
の
安
定
、
そ
の

両
立
が
重
要
。
持
続

可
能
な
観
点
か
ら
移

動
期
日
前
投
票
所
や

投
票
区
再
編
を
含
め

た
整
理
を
求
め
る
。

水
供
給
体
制
に
つ
い
て

質
主
要
浄
水
場
の
井
戸
と
取
水
ポ
ン
プ
の

更
新
状
況
と
、
更
新
の
考
え
方
や
優
先

順
位
は
？

答
主
要
３
浄
水
場
で
井
戸
は
下
中
島
６
、

河
南
５
、
新
堂
３
。
ポ
ン
プ
は
計
画
更

新
済
で
目
標
耐
用
年
数
内
、
機
能
低
下
や
影

響
度
で
優
先
判
断
。

質
大
規
模
災
害
で
水
源
や
浄
水
場
が
停
止

し
た
場
合
の
給
水
確
保
と
、
応
急
給
水

体
制
お
よ
び
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
ど
う
想

定
し
て
い
る
か
。

答
応
急
給
水
拠
点
は
浄
水
場
や
配
水
池
等

７
か
所
。
給
水
車
も
併
用
し
対
応
。
貯

水
量
約
３
、７
４
０
ト
ン
で
約
25
日
間
の
給

水
が
可
能
と
想
定
。

将
来
を
見
据
え
た
計
画
的
更
新
と

安
定
運
営
が
重
要
。
災
害
対
応
力
の
強
化
も

含
め
、
優
先
順
位
を
見
極
め
着
実
な
取
組
を

求
め
る
。

提　

言

提　

言

花
はな

野
の

仁
ひと

志
し

【有志会】

嶋
しま

田
だ

　英
あきら

【未来共創】
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地
域
防
災
体
制
に
つ
い
て

質
狭
隘
道
路
が
消
防
活
動
・
救
急
活
動
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

認
識
と
リ
ス
ク
評
価
を
有
し
て
い
る
の
か
、

専
門
的
見
解
は
？

答
狭
隘
道
路
に
お
け
る
活
動
の
困
難
性
は

重
要
課
題
と
認
識
し
、
日
頃
の
訓
練
に

よ
り
対
応
能
力
を
高
め
、
リ
ス
ク
軽
減
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

質
消
防
活
動
上
の
留
意
点
や
水
利
情
報
な

ど
日
常
の
消
防
・
防
災
計
画
で
現
在
の

取
組
状
況
を
問
う
。

答
地
域
特
有
の
リ
ス
ク
や
水
利
情
報
を
活

動
指
針
に
反
映
し
、
現
状
で
被
害
を
最

小
化
で
き
る
体
制
強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

質
防
災
拠
点
と
し
て
の
団
詰
所
の
活
用
と
、

地
域
住
民
と
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
。

答
消
防
団
詰
所
は
災
害
時
の
緊
急
参
集
な

ど
重
要
な
防
災
拠
点
と
し
て
活
用
し
、

地
域
住
民
と
は
合
同
訓
練
等
を
通
じ
、
有
事

に
円
滑
な
連
携
が
で
き
る
体
制
を
築
い
て
お

り
ま
す
。

質
耐
震
化
が
未
実
施
の
６
施
設
に
つ
い
て
、

老
朽
化
が
進
む
現
状
を
踏
ま
え
、
建
替

等
を
視
野
に
入
れ
た
整
備
方
針
と
、
中
長
期

的
な
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
る
考
え
は
。

答
単
独
建
替
え
や
公
共
施
設
と
の
複
合
化

等
を
視
野
に
中
長
期
的
な
整
備
計
画
と

し
て
位
置
づ
け
、
計
画
的
な
環
境
整
備
に
尽

力
い
た
し
ま
す
。

市
は
「
建
替
え
前
提
」
の
決
意
を

固
め
、
精
査
の
期
限
と
整
備
方
針
、
そ
し
て

着
手
時
期
を
明
確
に
示
す
べ
き
で
す
。
い
つ
、

ど
こ
か
ら
進
め
る
の
か
と
い
う
具
体
的
な
工

程
を
提
示
し
、
市
民
や
団
員
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

提　

言

水
道
水
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と�
�

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

質
本
市
の
水
道
水
は
１
０
０
％
地
下
水
で

あ
り
、
国
の
安
全
基
準
を
大
き
く
上
回

る
安
全
な
水
と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
お
い
し

い
水
で
あ
る
こ
と
を
数
値
で
示
せ
る
か
、
厚

生
省
が
発
足
し
た
「
お
い
し
い
水
研
究
会
」

に
よ
る
「
お
い
し
い
水
の
要
件
」
を
満
た
し

て
い
る
か
を
尋
ね
ま
し
た
。

シ
リ
カ
等
の
ミ
ネ
ラ
ル
含
有
量
を

調
査
し
「
蛇
口
か
ら
天
然
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
が
出
る
街
」
と
し
て
の
強
み
に
で
き
な

い
か
を
求
め
ま
し
た
。

答
検
査
の
結
果
、
本
市
の
水
は
「
お
い
し

い
水
」
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
現
時
点
で
は

追
加
の
成
分
調
査
を
行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
良
質
な
水
質
を
市
の
大
き
な
魅

力
と
し
て
、
広
く
周
知
し
て
い
く
旨
の
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
現
状
と�

�

今
後
の
戦
略

質
令
和
７
年
の
寄
附
実
績
を
確
認
し
、
本

制
度
が
市
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
可
能
性
の

観
点
か
ら
、
寄
附
デ
ー
タ
の
分
析
に
基
づ
い

た
販
促
計
画
等
を
立
案
し
て
い
る
か
、
今
後

の
具
体
的
な
戦
略
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
費

用
を
か
け
る
べ
き
で
あ
る
と
求
め
ま
し
た
。

答
在
庫
不
足
等
の
影
響
に
よ
り
全
体
の
実

績
は
前
年
度
比
８
割
程
度
に
減
少
し
ま

し
た
が
、
サ
イ
ト
刷
新
や
画
像
改
善
に
よ
り
、

主
力
の
み
か
ん
は
前
年
並
み
を
維
持
し
ま
し

た
。
今
後
は
デ
ー
タ
分
析
を
元
に
、
こ
れ
ま

で
の
大
都
市
圏
で
の
活
動
に
加
え
て
戦
略
的

な
販
促
を
行
い
、
寄
附
拡
大
を
目
指
す
と
の

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

提　

言

提　

言

一
いち

ノ
の

瀬
せ

敦
あつ

子
こ

【仁政会】

𦚰
わき

村
むら

隆
たか

生
お

【未来共創】

ありだ市議会だより No.9307 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています



市
監
査
委
員
指
摘
事
項
に
つ
い
て

質
現
在
、
約
５
億
円
の
超
長
期
債
券
「
国

債
」
を
保
有
し
て
い
る
。
償
還
期
限
が

20
年
か
ら
30
年
物
で
す
。
購
入
当
時
は
、
マ

イ
ナ
ス
金
利
の
た
め
定
期
預
金
等
で
は
運
用

益
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
有
利
な
国
債
を

購
入
さ
れ
た
と
推
察
し
ま
す
。
現
在
は
金
利

が
当
時
と
く
ら
べ
上
が
っ
て
い
る
。
金
利
が

上
が
れ
ば
債
券
価
格
が
下
が
る
相
反
性
が
あ

り
ま
す
。
評
価
損
が
出
て
い
る
と
思
う
が
。

答
令
和
８
年
１
月
31
日
現
在
で
約
２
億
１

千
万
円
で
す
。

自
治
体
は
満
期
保
有
目
的
の
た
め

実
質
的
損
失
は
出
な
い
が
、
今
後
の
運
用
に

は
慎
重
に
お
願
い
し
た
い
。

肖
像
権
使
用
許
諾
料
に
つ
い
て

質
原
産
地
呼
称
管
理
事
業
及
び
地
域
ブ
ラ

ン
ド
推
進
事
業
で
年
間
１
千
89
万
円
。

そ
の
う
ち
肖
像
権
使
用
料
60
万
円
が
支
払
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
令
和
7

年
８
月
、
有
田
下
津
地
域
の
石
積
み
階
段
園

み
か
ん
シ
ス
テ
ム
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
と
の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。�

農
業
遺
産
認
定
チ
ラ
シ
を
利
用
す
れ
ば
、
鎧

塚
氏
の
写
真
を
使
わ
な
く
て
も
今
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
効
果
が
得
ら
れ
る
と
思
う
が
。

答
原
産
地
呼
称
管
理
事
業
開
始
以
来
15

年
間
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
返
礼
品

の
認
定
み
か
ん
の
箱
に
鎧
塚
氏
の
写
真
を
同

梱
す
る
こ
と
で
認
定
み
か
ん
の
信
頼
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
今
後
も
続
け
て
参
り
た
い
。

農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
相
乗
効
果
で
寄
附
額
が
増
加
す
る
か
見
守

る
。

提　

言

締

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算（
議
案
第
21
号
）

雨
水
タ
ン
ク
設
置
補
助
金
（
防
災
費
）

「
治
水
効
果
が
限
定
的
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、

浸
水
被
害
の
多
い
地
域
へ
の
重
点
設
置
を
求

め
る
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
設
置

後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
降
雨
前
の
放
水
指
示

な
ど
、
運
用
面
の
徹
底
を
求
め
る
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
公
園
指
定
管
理
料（
公
園
費
）

Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
内
へ
の
避

雷
針
設
置
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
と
協
議

を
重
ね
、
利
用
者
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期

す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

中
学
校
海
外
派
遣
研
修
（
教
育
費
）

中
東
情
勢
の
悪
化
を
受
け
、
ド
バ
イ
派
遣
の

安
全
確
保
を
懸
念
す
る
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
現
地
訪
問
に
固
執
せ
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
の
検
討
や
ケ
ア
ン
ズ
派
遣
枠
の
拡
大
な

ど
、
生
徒
に
有
益
な
機
会
を
確
保
す
る
た
め

の
柔
軟
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

有
田
市
こ
ど
も
未
来
基
金
条
例
の
改
正�

�

（
議
案
第
12
号
）

基
金
の
現
況
と
見
通
し
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
市
よ
り
「
令
和
８
年
度
ま
で
は
企
業
寄

付
を
見
込
ん
で
い
る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
関
す
る�

�

基
準
制
定
（
議
案
第
13
号
・
14
号
）

新
制
度
導
入
に
よ
る
保
育
士
の
負
担
増
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
は
「
適
切
な
人
員
体

制
を
整
え
準
備
を
進
め
る
」
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

宮
原
小
学
校
跡
地
の
再
開
発
（
こ
ど
も
園
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
）�

�

（
議
案
第
15
号
・
16
号
）

旧
施
設
跡
地
の
利
活
用
や
駐
車
場
対
策
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
市
は
「
近
隣
と
の
連
携

を
含
め
駐
車
場
確
保
を
検
討
す
る
」
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
の
特
例
減
免�

�

（
令
和
８
年
度
限
り
）（
議
案
第
30
号
）

申
請
不
要
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
市
は
「
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
と

漏
れ
防
止
の
た
め
、
市
が
対
象
者
を
抽
出
し

て
対
応
す
る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

児
こ

嶋
じま

清
きよ

秋
あき

【仁政会】
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議案番号 件　名 議決年月日 可決
議案第 1 号 専決処分の承認を求めることについて（令和7年度有田市一般会計補正予算（第7号）） 8.2.24 承認
議案第 2 号 有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 8.3.19 可決
議案第 3 号 有田市特別職給与条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第 4 号 有田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第 5 号 有田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第 6 号 有田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第 7 号 有田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第 8 号 有田市火災予防条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第 9 号 有田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第10号 有田市行政手続条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第11号 有田市事務分掌条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第12号 有田市こども未来基金条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第13号 有田市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 〃 可決
議案第14号 有田市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 〃 可決
議案第15号 宮原認定こども園設置条例 〃 可決
議案第16号 有田市コミュニティセンター設置及び管理に関する条例 〃 可決
議案第17号 令和7年度有田市一般会計補正予算（第8号） 8.2.24 可決
議案第18号 令和7年度有田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） 〃 可決
議案第19号 令和7年度有田市上水道事業会計補正予算（第1号） 〃 可決
議案第20号 令和7年度有田市立病院事業会計補正予算（第2号） 〃 可決
議案第21号 令和8年度有田市一般会計予算 8.3.19 可決
議案第22号 令和8年度有田市国民健康保険特別会計予算 〃 可決
議案第23号 令和8年度有田市初島財産区特別会計予算 〃 可決
議案第24号 令和8年度有田市介護保険特別会計予算 〃 可決
議案第25号 令和8年度有田市後期高齢者医療特別会計予算 〃 可決
議案第26号 令和8年度有田市上水道事業会計予算 〃 可決
議案第27号 令和8年度有田市立病院事業会計予算 〃 可決
議案第28号 令和8年度有田市漁業集落排水事業会計予算 〃 可決
議案第29号 初島財産区管理委員の選任について 〃 同意
議案第30号 有田市介護保険条例の一部を改正する条例 〃 可決
報 第 1 号 専決処分の報告について（市有地の譲渡について） 8.2.19 報告
発議第1号 有田市議会委員会条例の一部を改正する条例 8.3.19 可決
-------- 議員派遣の件について 〃 可決

2 月定例会
「　議案審議結果表　」

有
田
市
事
務
分
掌
条
例
の
改
正（
議
案
第
11
号
）

過
去
の
組
織
統
合
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
部
の

細
分
化
に
よ
る
組
織
間
の
連
携
不
足
を
懸
念

す
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

組
織
の
壁
を
作
ら
ず
密
な
連
携
を
保
ち
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
適
切

な
運
営
を
強
く
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 総

務
建
設
委
員
会

総
務
建
設
委
員
会

ありだ市議会だより No.9309 選挙終了後禁止される挨拶行為は、戸別訪問したり、当選祝賀会その他の集会、パレードを開催すること



令和 8 年 2 月 17 日、文教厚生委員会は「有田市身体障がい者連合会」及び「有田市障害児者父母の会」の役員の方々と、

意見交換会を開催しました。当事者の皆様が直面している日頃の課題や、市政への切実な要望を直接伺う貴重な機会となり

ました。

現場の切実な声に耳を傾けて
―― 文教厚生委員会 意見交換会を開催 ――

意見交換会

市議会からの事業報告

知っておきたい！現在の福祉施策�

委員会より、現在市で進められている主要な福祉施策の現状について、改めて説明を行いました。

● デマンドバス無料チケット

　 75 歳以上や障害者手帳をお持ちの方を対象に、枚数制限のない無料チケットを配布しています（郵送申請も可能です）。

● 個別避難計画の策定

　 災害時の自力避難が困難な方のための計画です。現在、希望対象者の約 95％が策定済み。

　 万一に備え、未登録の方へ引き続き登録を推奨しています。

● インクルーシブ遊具

　 BIG SMILE PARK に設置されている、障害の有無にかかわらず誰もが一緒に遊べる遊具をご案内しました。

10ありだ市議会だより No.93見舞いの答礼のためにする信書は差し支えありません。



有田市身体障がい者連合会有田市身体障害児者父母の会

意見交換会の内容

将来への不安や現場の課題について

活発な意見交換が行われました。

1.「親亡き後」の安心できる居場所を

 参加者 	� 民間のグループホームは障害年金だけでは生活が非常に厳しい状況ですので、移転後の市立病院の跡地や既存施設

を再利用し、所得が低くても安心して入居できる「低価格なグループホーム」を検討してほしい。

 委　員 	� 市立病院施設の跡地活用は、市の方針を注視する必要があります。皆様の切実な状況を受け止め、委員会としても

検討を重ね、今後の活用策の具体化を市に求めてまいります。

2. 65 歳の壁への対策を

 参加者 	� 65 歳になると障害福祉から介護保険へ優先的に移行されますが、特別養護老人ホームに入れないなどの課題が山積

しています。

 委　員 	 制度の制約から生じる複雑な課題は、現場の実態を伺い大変勉強になりました。

	 今後の議会活動における重要視点として共有し、改善に向けた調査に努めたい。

3. 過去に実施されていた支援制度の復活を

 参加者 	 かつて年末に支給されていた支援については、当事者には大きな励みでした。

	 廃止された経緯を確認し、復活を検討してほしい。

 委　員 	� 我々が把握しきれていなかった貴重な情報です。廃止の経緯を調査し、復活させるべきものはさせていくという姿

勢で取り組みたい。

4. 新市立病院での「医療的ケア」受け入れ体制を

 参加者 	 人工呼吸器や吸引が必要な場合、市内に預け先がなく遠方の病院まで行く必要があります。

	 来年 3 月開院の新市立病院で受け入れ体制を整えてほしい。

 委　員 	� 来年 3 月の開院に向け、市民がより利用しやすい病院となるよう、頂いた意見を一つの課題として受け止め、どの

ような受け入れ態勢が可能か、状況の把握に努めていきたい。

委員会のまとめ

皆様の声が市政を動かす第一歩に

今回出された課題は、どれも一刻を争う切実なものばかりです。文教厚生委員会では、いただいたご意見を真摯に受け止め、

まずは当局への調査依頼や提言へとつなげてまいります。

（※後日、1 から 4 については、調査結果に基づく回答を関係団体へ提出いたしました。）

※�市の組織改正に伴い、本年4月1日より経済建設部が分割され、文教厚生委員会は、経済部を新たに所管
することとなったため名称を 「文教厚生経済委員会文教厚生経済委員会」 に変更しました。

ありだ市議会だより No.9311 選挙終了後禁止される挨拶行為は、当選御礼の葉書や看板を頒布、掲示すること。ただし、自筆の信書、祝辞・
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次回の定例会は６月に開会予定です。
皆様の議会傍聴をお待ちしております！
詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。（☎ 83－2443）

    ご意見・ご質問：E-mail　gikai@city.arida.lg.jp

議会だより広報編集委員会
委員長：嶋田　英　副委員長：武田豊治
委　員：岡田行弘・一ノ瀬敦子・川島　強・𦚰村隆生

熊野古道糸我峠に看板設置紹
　
介

紹
　
介

古の人々が歩んだ糸
我峠。

壊れてしまった看板
を復活させたのは、地
元の高校生たちの情熱
でした。

耐久高校美術部が手
がけた色彩豊かなアー
トは、歴史ある峠道に
新たな活気と彩りを与
えています。

令和 8年度有和中学校入学式紹
　
介

紹
　
介

ご入学おめでとうご
ざいます。

令和 8 年 4 月 8 日、
有和中学校の入学式が
挙行されました。

真新しい制服に身を
包んだ169名の新入生
が、期待と緊張を胸に
校門をくぐり、同校の
歴史を刻み始める第一
歩を踏み出しました。


